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SDGs達成に向けた４つのプロジェクト

身体機能が低下した人をサポートする 
サイバニクス技術の展開

主な当社の取り組み
• 世界初の装着型サイボーグHALを利用した、
脳・神経・筋系の機能改善・機能再生を促進
するサイバニクス治療を、グローバルな標準
治療として普及 

• 高齢者の要介護度の改善や重症化防止及び加
齢により身体機能が低下するフレイル予防や
自立維持に向けた装着型サイボーグHALの社
会実装 

• 難病の進行などによって、思い通りに言葉を
話すことや書くことができない重度の障がい
を持った方でも、発話や身体動作を伴わず、
意思伝達や機器操作を行える機器の開発

サイバーダイン・クラウドによる、 
健康リスク管理

主な当社の取り組み
• 通信機能が搭載された全てのサイバニクス技
術を通じて得られたヒトとモノのビッグデー
タ (IoH/IoTビッグデータ)を集積・解析・AI
処理などを行うサイバーダイン・クラウドの
開発 

• サイバーダイン・クラウドによる、個別化さ
れたヘルスケアの実現 

• バイタル情報を日常的にモニタリングするセ
ンシング技術の開発 

• 在宅での運動情報を医療施設や福祉施設など
に共有できる新サービス「自宅でHAL」の展
開

サイバニクス産業の創出に向けた 
社会インフラの形成

主な当社の取り組み
• 課題解決に資する技術やサービスを開発す
る・展開する企業や人材を支える仕組みを構
築 

• 医療・バイオ系分野におけるイノベーション
を促進する施設、サイバニクスイノベーショ
ンベースの建設 

• 生産分野におけるイノベーションを促進する
施設、次世代型多目的ロボット化生産拠点に
おける取り組み

イノベーションを加速する未来社会 
Society 5.0/5.1の実現へ

主な当社の取り組み
• すべての人々が安全かつ安価で用意に利用できる
モビリティ技術の開発 

• 高齢者や障がい者を含む全ての人が公共スペース
に容易にアクセスできる未来都市の整備 

• 人支援に資する知識とスキルを培うことのでき
る、教育機関の設置 

• イノベーションや科学研究を促進する共有スペー
スや、実環境下での実証スペースの整備
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身体機能が低下した人をサポートするサイバニクス技術の展開

主要目標

10.2 2030年までに、年齢

当目標に対するの貢献
医療や福祉分野に向けた装着型サイボーグHALの展開や、重度障がい者の
意思伝達を支援するCyin福祉用の展開により、特に高齢者や障がい者の機
能維持・向上及び、意思伝達をサポートしています。また、重作業に携わ
る人の作業をサポートする装着型サイボーグHALの展開も行っています。 
　本プロジェクトにより、これらの人々のエンパワーメントおよび社会
的、経済的および政治的な包含を促進しています。

医療用HALをグローバル・プラット
フォームとして展開
医療用HALは、脳卒中や脊髄損傷、
神経筋難病などに対する治療技術と
して、2021年3月末時点で東南アジ
アや南アジアも含む15の国や地域に
展開しています。 
　今後もさらに多くの国や地域に普
及してまいります。

労働環境の改善

退院後でも身体機能の維持・向上を続
けたい方を対象に、自費リハビリ施設
としてロボケアセンターを展開してお
り、2021年3月末時点で、全国16か所
に開設されています。また、協力関係
にある自費リハビリ施設でも同様のプ
ログラムを提供しています。 
　さらに、大同生命、AIG損保、損保
ジャパンの３社と提携を結び、特定の
被保険者に対しては、当該プログラム
にかかる費用を保険によってカバーす
ることができました。 
　今後も物理的、経済的なアクセス向
上に向けた取組みを継続してまいりま
す。

性別、障がい、人種、民族、 
出自、宗教、あるいは経済的
自立その他の状況に関わりな
く、すべての人々のエンパワ
ーメント、および社会的、経
済的、および政治的な包含を
促進する。

医療用HALを使った治療センター

様々な重作業をサポートする
HAL腰タイプ

重度障がい者の意思伝達をサポートする
Cyin福祉用

ロボケアセンターで退院後もケア

介護や建設、物流など様々な現場で
は日常的に重作業が行われておりま
すが、腰痛発症によるパフォーマン
スの劣化や、離職などが社会課題と
なっています。 
　腰部にかかる負荷を低減すること
で、腰痛発症のリスクを低下させる
HAL腰タイプの展開により、重作業
に従事する方のエンパワーメントだ
けでなく、労災による離職などに
よって引き起こされる経済的リスク
を防ぐための取り組みを進めてお
り、2021年3月末時点で1,533台が稼
働しています。 
　日本以外では英国でも使われ始め
ており、今後もさらに多くの国や地
域に普及してまいります。

難病の進行などによって、話すことや
体を動かすことができない重度の障が
いを持った方でも意思伝達や機器の操
作を行うことができる、Cyin福祉用の
展開を行っています。 
　一般販売を行っている他、大同生命
保険株式会社の協力のもと、複数の患
者団体や患者支援団体に寄贈されてい
ます。 
　機能拡張のためのさらなる開発を行
い、今後は海外への普及も行ってまい
ります。

重度障がい者の意思伝達をサポート



CYBERDYNE株式会社 53

サイバニクス・クラウドによる健康管理

主要目標

3.d すべての国々、特に

当目標に対するの貢献
医療、福祉、生活、職場、生産の分野において展開しているサイバニクス
技術により、人の内的情報 (脳神経情報・生理情報など)や、人の外的情報 
(行動情報・生活情報など) 、環境情報をスーパーコンピュータで一体的に
繋げています。これにより得られた全てのIoH/IoTビッグデータの集積・解
析・AI処理等を行うシステムで、個別化医療や、健康リスクの早期警告、
リスク緩和およびリスク管理のための能力の強化に貢献します。

サイバーダイン・クラウドをリリース
異なる分野を繋げ、 IoH/IoTビッグ
データを基に健康リスクに関わる情
報をフィードバックする仕組みとし
て、サイバーダイン・クラウドを開
発しました。すでに日本では2020年
11月より自宅から施設に運動情報を
送り、施設からタイムリーにサポー
トを得られる仕組みが稼働していま
す。 
　今後製品やサービスの展開に伴
い、他の分野に拡大するだけでな
く、日本国外へも展開することで、
途上国を含む全ての国の健康管理に
貢献してまいります。

バイタルセンシング技術の開発

開発途上国の国家・世界規模
な健康リスクの早期警告、 
リスク緩和およびリスク管理
のための能力を強化する。

装着型サイボーグHALや、自律走行
技術の開発に加え、疾病の予防・早
期発見を目的とするセンシング技術
の開発を進めています。 
　具体的には、動脈硬化・不整脈を
早期に捉えることを目的とした手の
ひらサイズの動脈硬化計や心電等を
計測する小型装置、毛細血管情報の
リアルタイム解析を可能にする光音
響イメージングの研究開発などを
行っております。 
　これらの製品を国内外に展開する
ことで、疾病の予防・早期発見に繋
がる重要なバイタル情報の集積を可
能にし、健康リスク管理のための能
力強化に貢献します。 
　

新型コロナウイルス感染症の影響に伴
う外出自粛によって減ってしまった運
動機会を創出するべく、新サービス
【自宅でHAL】を2020年4月より展開
しています。自宅でもHALを使った運
動をできるようにすることで、安全か
つ効果的な運動の選択肢を増やすだけ
でなく、HALに搭載された通信機能を
駆使し、運動情報の可視化や専門ス
タッフによる遠隔でのオンラインサ
ポートも実現しました。 
　日本における展開と並行し、海外で
の展開についても現在計画中です。

自宅でHALの展開

病院

職場

福祉

 IoH/IoTビッグデータに基づき、 
健康リスク情報をフィードバック

生活

生産

個別化されたヘルスケアの実現
一人のユーザーに関連するIoH/IoT
ビッグデータを分野を横断し集積・
解析・AI処理等することで、その
ユーザーに対して最大の効果と安全
性を発揮する個別化されたヘルスケ
アを実現します。 
　この取組は、全てのユーザーの
IoH/IoTビッグデータ形成と同時進行
で行われており、今後製品やサービ
スの展開に伴い、他の分野に拡大す
るだけでなく、日本国外へも展開す
ることで、途上国を含む全ての国の
健康管理に貢献してまいります。
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社会課題解決に向けたサイバニクス産業の創出

主要目標
9.2 包摂的かつ持続可能な

当目標に対するの貢献
C-Startupというイノベーション・エコシステムの構築や、医療・バイオ、
生産などの分野でイノベーションを加速させるための施設を建設すること
で、包摂的かつ持続可能な産業であるサイバニクス産業の創出に取り組ん
でいます。

産業化を促進し、2030年
までに各国の状況に応じて
雇用及びGDPに占める産業
セクターの割合を大幅に増
加させる。後発開発途上国
については、同割合を倍増
させる。

サイバニクス産業

IoH/IoT
C-Startup

AI

医療・ヘルスケア

ビッグ 
データ

最先端技術

国内外 
大学・研究機関

スタートアップ・ 
アントレプレナー

技術アドバイス 
資金供給 
事業支援等 

CYBERDYNE

事業提携パートナー 大学・研究機関、行政など

CEJファンド(100億円規模）

バイオ・創薬・再生医療

ロボティックス

新産業の創出の基盤となるC-Startup
C-Startupは、人と社会の課題解決のための新産業: サイバニクス産業を創出するイノベーション・エコシス
テムです。 
　人と社会の課題解決のための新産業の創出を志すスタートアップ企業やアントレプレナーを、国内外を問わ
ず広く募集し、課題解決に資する技術やサービスを開発・展開する企業や人材に対して、当社代表取締役社
長及び筑波大学教授である山海嘉之による技術等のアドバイス、当社及びCEJファンドによる資金供給などに
よる事業支援を通じて、サイバニクス産業の創出を加速させます。 
　本取り組みの中で、当社は累計で18社のスタートアップと提携を結び、資金供給などを行う機能として
100億円規模のファンドを運用しています。

外観　イメージ

次世代型多目的ロボット化生産拠点での活動
福島県郡山市に、サイバニクス技術を駆使して、熟練者の技
能が組み込まれたロボットと働く人とが協調しながらロ
ボットや機器を生産する次世代の生産拠点を建設しまし
た。 
　当施設は2016年に竣工し、2020年に医療機器製造業の
登録がされました。医療機器をはじめとする製品を製造す
るための、サイバニクス技術を取り入れた次世代の生産施
設です。

次世代型多目的ロボット化生産拠点　外観

サイバニクス産業のビジョンの発信
『人』+『サイバー・フィジカル空間』を融合した新産業『サ
イバニクス産業』のビジョンを国内外に向け発信し、当社
だけでなく、産学官の関係者と連携をしながら、新産業形
成に向けた取り組みを牽引しています。 
　例えば、2019年に茨城県つくば市で開催された、「G20
貿易・デジタル経済大臣会合において、各国代表団に対して
このビジョンを発信しています。 
　引き続き、産業と技術革新の基盤として、サイバニクス産
業のビジョンを発信しつづけてまいります。

G20各国代表団が本社を訪問 (2019)

サイバニクス医療イノベーションベースの建設
神奈川県川崎市に医療・バイオ系のイノベーションを加速さ
せる施設として、サイバニクスイノベーションベースの建設
を予定しています。当該施設には、医療・バイオ系のベン
チャーを集積することで、連携を強化しながら、当社や大
学、入居企業などが使用できる臨床試験施設などを整備し
ます。 
　羽田空港に隣接する当施設は、2022年2月竣工予定で
す。
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イノベーションを加速する未来社会Society 5.0/5.1の実現

主要目標
11.2 2030年までに、

当目標に対するの貢献
革新的サイバニクス技術を駆使して、『人』+『サイバー・フィジカル空
間』の融合を推進し、テクノロジーが人のパートナーとして介在し共生す
るテクノ・ピアサポートの未来社会、Society 5.0/5.1の創造に取り組んでい
ます。

脆弱な立場にある人々、女
性、子ども、障害者、およ
び高齢者のニーズに特に配
慮し、公共交通機関の拡大
などを通じた交通の安全性
改善により、すべての人々
に、安全かつ安価で容易に
利用できる、持続可能な輸
送システムへのアクセスを 
提供する。
11.7
女性・子ども、高齢者およ
び障害者を含め、人々に安
全で包摂的かつ利用が容易
な緑地や公共スペースへの普
遍的アクセスを提供する。

モビリティ・インフラ
地域に住む高齢者や障がい者などの
ニーズに配慮し、安全かつ安価で容
易に利用できる、パーソナルモビリ
ティーや、搬送用のドローンなどの
社会実装に取り組んでいます。 
　また、モビリティの導入を前提と
した都市を計画し、移動時間の短縮
だけでなく、機能間、施設間の新た
なつながりと付加価値を創出しま
す。 
　モビリティ・インフラについて
は、自社開発を行いながら、関連技
術の開発を行うスタートアップとの
連携を行なっています。

2030年までに、

近未来型住宅
サイバニクス技術による日常的な健
康管理と生活支援インフラにより、
高齢者や障がい者など全ての人がテ
クノロジーと共生し、相互に支援し
合うことで、安心に暮らせる住宅を
整備します。計画しています。 
　具体的には、装着型サイボーグ
HALや、自律移動ロボット、生体情
報センサーなど各種サイバニクス技
術を住宅などあらゆる空間に導入
し、個人の健康情報などを集積・分
析・AI処理し、病院と連携すること
で、日常的な健康管理と安心を確保
します。

Society 5.0/5.1の創造

Society 5.0は、日本の第５期科学技術基本計画で初めて提唱された、目指すべき未来社会
の姿です。科学技術により、全ての人とモノがつながり、様々な知識や情報が共有され、
今までにない新たな価値を生み出されると考えられています。 
　当社は医療、福祉、生活、職場、生産の分野において、人の内的情報 (脳神経情報・生
理情報など)に加えて、人の外的情報 (行動情報・生活情報など)や環境情報などをスー
パーコンピュータで一体的に繋げるサイバニクス技術を社会実装することで、日本が中心
となって進めているSociety 5.0の創造に向けた取り組みを牽引し、その先にあるSociety 
5.1に向けた未来を開拓しています。 シェアード・エコノミー

情報・人・物・空間・時間を占有する
従来のモデルから転換し、それらを共
有・共助できる新しい街の形を計画し
ています。 
　本計画の実現に向けては、現時点ま
でにC-Startupで培ったアライアンス
が核となりますが、共に成功を掴むこ
とで、サイバニクスに関連するシーズ
を有する人材や企業をさらに集結さ
せ、情報・人・物・空間・時間の共有・
共助によるイノベーション創出を加速
させます。

次世代の人材を育てる教育機関
産学官の連携により、次世代のイノ
ベータを育成する教育機関を計画して
います。 
　大学院から小学生までの国内外から
集まった人材に対し、各企業のプロ
フェッショナルを講師として活用しな
がら、次世代のイノベーターを育成し
てまいります。

CYBERNIC CITYイメージパース
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その他のSDGs達成に向けた取り組み

当社は各種取り組みを通じて、国連が設定する 
その他の持続可能な開発目標の達成に貢献します

カメラによって糖度を判別する
機能により、最適な収穫時期に
自動で野菜・果物を採取するロ
ボットを開発しています。

HALを使ったプログラムを、障
がい者がより安価で利用できる
ように、公的・民間保険への収
載を進めています。

楽しみながらSDGsを学ぶため
につくば市の竹園高校が作成し
た「SDGsカルタ」で、当社の
挑戦が取り上げられました。

男女を問わず、働きやすい環境
を作るために、柔軟な働き方を
実践している他、男女共に育児
休暇の利用実績があります。

高齢者などのトイレへの移動を
支援するトイレドッキングロ
ボットの開発により、高齢者の
自立や、介護負担の軽減に取り
組んでいます。

環境に優しい、次世代型モビリ
ティー技術の開発に取り組んで
います。
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その他のSDGs達成に向けた取り組み

当社は各種取り組みを通じて、国連が設定する 
その他の持続可能な開発目標の達成に貢献します

障がい者の機能改善を実現する
ことで、生活や職場への復帰を
支援しています。

各種機関と連携し国際安全基準
に則った物づくりを徹底してお
り、使用者が安全に使用できる
製品の生産を行なっています。

自然災害からの復興を支援する
べく、腰の負荷を低減するHAL
腰タイプを被災地に無償でお貸
ししています。

科学は人と社会のためという理念のもと、当
社の技術が兵器などに転用されることを防ぐ
ための様々な施策を実践しており、事業を通
じて社会課題の解決や、平和な世界を実現に
取り組んでいます。

産官学連携、異業種との
連携を積極的に行い、未
来開拓を共に推進してい
ます。



本書には、当社および当社グループに関連する見通し、計画、目標などの将来に関する記述がなされています。こ
れらの記述は、当社が本書作成時点において入手した情報に基づきなされたものであり、当社が何らの検証を行っ
ておらず、また内容を保証するものではない公開情報を含んでいます。当社はこれらの記述を更新する義務を負っ
ておりません。 

当社および当社グループに関連する見通し、計画、目標は、当社が合理的と考える前提のもとに記述がなされてい
ますが、これらの将来に関する記述は、当社の将来の業績を保証するものではなく、これらの記述において表現ま
たは暗示されている当社の将来の結果、業績、成果、財政状態と著しく異なる実際の結果、業績、成果、財政状態
をもたらす可能性のある、既知および未知のリスク、不確実性、その他あらゆる要素を含んでいます。 

CYBERDYNE株式会社

CYBERDYNE株式会社 58


